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報道機関への情報提供（2017/11/2） 県北広域振興局 

一般国道２８１号案内トンネル防災訓練の実施について一般国道２８１号案内トンネル防災訓練の実施について一般国道２８１号案内トンネル防災訓練の実施について一般国道２８１号案内トンネル防災訓練の実施について    

（県北広域振興局土木部）  

岩手県が「復興支援道路」として整備を進めている一般国道２８１号案内工区の案内トン

ネルにおいて、防災訓練を実施しますので、お知らせいたします。 

 

○訓練目的○訓練目的○訓練目的○訓練目的    

 一般国道２８１号案内工区の開通（平成 29年 11 月 19 日）に先立ち、同工区の案内トンネ

ル内の交通事故によって、人身事故及び車両火災等が発生した場合を想定し、非常用設備（ト

ンネル前後の電光表示板等）・消火設備の利用や関係機関の連携・支援によって災害を最小限

にとどめ、二次災害の発生を防止することを目的に実施するものです。 
 
○実 施 日  平成２９年１１月８日（水） 

○時 間  開会式：午前１０時３０分 

訓 練：午前１０時４５分～１１時３０分（予定） 

○場 所  久慈市山形町案内トンネル 

（訓練地点は、案内トンネル山形側の坑口から約 100m 付近のトンネル内） 

（開会式は、案内トンネル山形側のトンネル坑口で行います） 

○訓 練 項 目  ①防災設備作動訓練、②初期消火訓練、③通報訓練、 

         ④交通規制訓練、⑤現場指揮本部設置運営訓練、 

         ⑥救急救助訓練、⑦障害車両移動訓練、⑧交通開放協議訓練 

○参加予定機関  県北広域振興局土木部、久慈市、 

久慈広域連合消防本部、久慈広域連合久慈消防署、 

久慈警察署 

○主 催  岩手県（県北広域振興局土木部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

担当：県北）土木部道路整備課 中田、菊池、大向 

電話：0194-53-4990 内線 261 
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報道機関への情報提供（2017/11/10） 県北広域振興局 

 平成 29年度大日本農会農事功績表彰（緑白綬
りょくはくじゅ

有功
ゆうこう

章
しょう

）の受章について 

（農政部）  

 

 公益社団法人大日本農会が主催する平成 29 年度大日本農会農事功績表彰において、久慈市の

越戸俊男氏が、「緑白綬
りょくはくじゅ

有功
ゆうこう

章
しょう

」を受章することが決定したのでお知らせします。 

表彰式は、11月 15日に、石垣記念ホール（東京都港区赤坂）において開催される予定です。 

 

１ 大日本農会農事功績表彰の概要 

○ 公益社団法人大日本農会（設立：明治14年、総裁：秋篠宮文仁親王殿下）が、農事改良

の奨励または実行上功績顕著な者、農業上の有益な発見または研究を行い功績顕著な者等に

対し、明治27年(1894)以来、総裁の御名をもって表彰しているもの。 

 ○ 表彰は、「紫紅綬名誉章」、「紫緑綬名誉章」、「紫白綬有功章」、「紅白綬有功章」及び「緑

白綬有功章」の５部門。 

 ○ 越戸俊男氏は、農事改良の奨励又は実行上顕著な功績をあげ、地域農業の発展に貢献する

とともに、現に農業経営に従事し、相応の農業所得を得ている者に与えられる「緑白綬有功

章」を「野菜部門」で受章。 

 ○ なお、管内においては、平成24年度に髙屋敷幸雄氏、平成28年度に下川原重雄・幸子夫

妻（ともに洋野町）が｢複合経営部門」で「緑白綬有功章」を受章。 

 

２ 越戸俊男氏の経営等 

  菌床しいたけの菌床ブロック用チップ製造から菌床栽培までの一貫生産、並びに菌床ブロッ

ク販売。 

  経営面積 作  物  名 作 付 面 積 

しいたけ栽培用ハウス（60坪、50棟） 9,900㎡                                  菌床しいたけ 500,000菌床 

しいたけ栽培用ハウス（80坪、60棟※1) 15,840㎡ 菌床しいたけ 615,000菌床※2 

菌床ブロック培養ハウス（100坪、４棟)  1,320㎡                                          
※１ 80坪ハウス60棟のうち、41棟は稼働中。19棟はH29.12～稼動予定。 
※２ 稼働中のハウス41棟分の菌床数を記載。 

 

３ 越戸俊男氏の取組概要 

 ○ 地域で先進的に菌床しいたけ栽培に取り組み、全国に先駆けて菌床ブロック用のチップ製

造から菌床栽培までの一貫体系を確立。 

○ ハウス内部にウレタンを吹き付けた「簡易ハウス」の開発に取り組み、夏季の高温障害防

止と冬の燃料コスト低減を図るなど、菌床しいたけの安定栽培技術を確立。 

 ○ 良質な菌床ブロックの供給と技術指導により、地域の菌床しいたけ栽培農家が増加するな

ど、産地形成に大きく貢献。 

○ 自ら経営する旅館で産地のＰＲ活動等を行なっているほか、菌床しいたけ生産と併せ、多

くの社員を雇用するなど地域社会にも貢献。 

 
担当：農政部農政調整課  米谷 

電話：0194-53-4983  内線 219 
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報道機関への情報提供（2017/11/16） 県北広域振興局 

繊維総合見本市「ＪＦＷ ＪＡＰＡＮ ＣＲＥＡＴＩＯＮ ２０１８」岩手県共同展示ブースの

出展について                             （経営企画部） 

 

 

 

 

 

 

１ 繊維総合見本市概要 

(１) 名  称  ＪＦＷ ＪＡＰＡＮ ＣＲＥＡＴＩＯＮ ２０１８ 

(２) 日  時  平成 29 年 11 月 28 日（火）10:00～18:30 

平成 29 年 11 月 29 日（水）10:00～18:00 

(３) 会  場  東京国際フォーラム地下２階展示ホール（東京都千代田区丸の内３-５-１） 

(４) 主  催  一般財団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 

         （ＪＦＷ＝Ｊapan Ｆashion Ｗeek） 

(５) 公式サイト  http://www.japancreation.com/2018/overview.html 

 

２ ブース概要 

(１) 名  称  岩手県共同展示ブース（ブース番号Ｊ-12） 

 (２) 出展企業  ㈱三和ドレス（二戸市）、岩手モリヤ㈱（久慈市）、(一社)北いわてアパレル

産業振興会 

 

 

 

 

 

 

 

                 昨年度の様子 

 

 

 

  

県北広域振興局は、縫製企業が集積する岩手県県北地域（久慈地域、二戸地域）の縫製企業

の高い技術力をＰＲするため、平成 29 年 11 月 28 日（火）～29日（水）に東京国際フォーラ

ムで開催される繊維総合見本市「ＪＦＷ ＪＡＰＡＮ ＣＲＥＡＴＩＯＮ ２０１８」において、

岩手県共同展示ブースを出展します。 

【担当】県北広域振興局経営企画部企画推進課 

電話：0194-53-4981(内線 357) FAX：0194-53-1720 

※お問合せは下記までお願いします。  

(公財)いわて産業振興センター 高 橋 尉
たかはしじょう

 

電話：019-631-3822 FAX：019-631-3830 
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報道機関への情報提供（2017/11/17） 県北広域振興局 

 大日本農会農事功績表彰受章者（久慈市・越戸俊男）の県北広域振興局長表敬について 

（農政部）  

 

 公益社団法人大日本農会が主催する平成 29 年度大日本農会農事功績表彰において、

「緑白綬
りょくはくじゅ

有功
ゆうこう

章
しょう

」を受章した越戸俊男氏（久慈市）が、県北広域振興局長に受章を報告し

ますのでお知らせします。 

記 

１ 日 時 平成 29 年 11 月 24 日（金） ９時 00 分から９時 20 分まで 

２ 場 所 久慈地区合同庁舎 ３階 局長室 

３ 表敬者 越戸 俊男氏 

４ 局長表敬 

(1) 表敬者紹介 

(2) 受章報告 

(3) 懇談 

(4) 記念撮影 

５ その他 

同日、久慈市長への表敬も予定しています。 

 ・ 時間 10 時 00 分から 10時 20 分まで 

 ・ 場所 久慈市庁舎 市長室 

 

担当：農政部農政調整課  米谷 

電話：0194-53-4983  内線 219 



【参考】 

 

１ 大日本農会農事功績表彰の概要 

○ 公益社団法人大日本農会（設立：明治 14 年、総裁：秋篠宮文仁親王殿下）が、農事改

良の奨励または実行上功績顕著な者、農業上の有益な発見または研究を行い功績顕著な

者等に対し、明治 27 年(1894)以来、総裁の御名をもって表彰しているもの。 

 ○ 表彰は、「紫紅綬名誉章」、「紫緑綬名誉章」、「紫白綬有功章」、「紅白綬有功章」及び「緑

白綬有功章」の５部門。 

 ○ 越戸俊男氏は、農事改良の奨励又は実行上顕著な功績をあげ、地域農業の発展に貢献

するとともに、現に農業経営に従事し、相応の農業所得を得ている者に与えられる「緑

白綬有功章」を「野菜部門」で受章。 

 ○ なお、管内においては、平成 24 年度に髙屋敷幸雄氏、平成 28 年度に下川原重雄・幸

子夫妻（ともに洋野町）が｢複合経営部門」で「緑白綬有功章」を受章。 

 

２ 越戸俊男氏の経営等 

  菌床しいたけの菌床ブロック用チップ製造から菌床栽培までの一貫生産、並びに菌床ブ

ロック販売。 

  経営面積 作  物  名 作 付 面 積 

しいたけ栽培用ハウス（60 坪、50 棟） 9,900 ㎡                                  菌床しいたけ 500,000 菌床 

しいたけ栽培用ハウス（80 坪、60 棟※1) 15,840㎡ 菌床しいたけ 615,000 菌床※2 

菌床ブロック培養ハウス（100 坪、４棟)  1,320 ㎡                                          

※１ 80 坪ハウス 60 棟のうち、41 棟は稼働中。19 棟は H29.12～稼動予定。 

※２ 稼働中のハウス 41 棟分の菌床数を記載。 

 

３ 越戸俊男氏の取組概要 

 ○ 地域で先進的に菌床しいたけ栽培に取り組み、全国に先駆けて菌床ブロック用のチッ

プ製造から菌床栽培までの一貫体系を確立。 

○ ハウス内部にウレタンを吹き付けた「簡易ハウス」の開発に取り組み、夏季の高温障

害防止と冬の燃料コスト低減を図るなど、菌床しいたけの安定栽培技術を確立。 

 ○ 良質な菌床ブロックの供給と技術指導により、地域の菌床しいたけ栽培農家が増加す

るなど、産地形成に大きく貢献。 

○ 自ら経営する旅館で産地のＰＲ活動等を行なっているほか、菌床しいたけ生産と併せ、

多くの社員を雇用するなど地域社会にも貢献。 
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報道機関への情報提供（2017/11/20） 県北広域振興局 

平成 29 年度北緯 40°ナニャトヤラ連邦・応援職員交流会及び研修会の開催について 

（経営企画部）  

 

地域おこし協力隊等を対象として、地域への定着を考える上で役立つ事例等を学ぶととも

に、地域おこし協力隊及び各職員の情報交換の場を設けることを目的とした研修会を開催し

ますのでお知らせします。 

記 

１ 日 時 平成 29 年 11 月 22 日（水） 13 時 30 分から 16時 00 分まで 

                （受付 13時 00 分から 13 時 30 分まで） 

２ 会 場 久慈市文化会館（アンバーホール） 小ホール及び視聴覚室 

３ 対象者 県北広域振興局管内及び青森県三八圏域市町村に在籍する地域おこし協力隊、

集落支援員及び復興支援員、市町村職員等 

４ 次 第  

13:30～13:35 …開 会（会場：小ホール） 

13:35～14:05 …事例発表（会場：小ホール） 

「山形町のシーズ」久慈市地域おこし協力隊 志水 彩子 氏 

「地域おこし協力隊からの、定住と仕事」二戸市観光協会 永井 尚子 氏 

14:05～14:55 …講 演（会場：小ホール） 

「漆と私」株式会社浄法寺漆産業 代表取締役 松沢 卓生 氏 

15:10～16:00 …講 演  

【分科会１】（会場：小ホール） 

「起業・創業の理想と現実」岩手志援株式会社 代表取締役 鈴木 勝美 氏 

【分科会２】（会場：視聴覚室） 

「地域おこしのはじめかた ～地域おこし協力隊の取組について～」 

花巻市地域振興部定住推進課 定住推進係長 高橋 信一郎 氏 

 

 

 

 

担当：経営企画部企画推進課 中里 

電話：0194-53-4981 内線 208 
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報道機関への情報提供（2017/11/27） 県北広域振興局 

平成 29 年度久慈地区広域民生委員・児童委員研修会の開催について 

（保健福祉環境部）  

 

１１１１    概要概要概要概要    

地域福祉の充実に向け、民生委員・児童委員（主任児童委員を含む。以下同じ。）の資質向上

を図るべく、例年開催している研修会です。 

平成 29 年度は、地域包括ケアシステムをテーマとしており、高齢者が住みなれた地域で安心

して暮らし続けるための、地域住民自身による支え合いの構築について、考える機会を提供し

ようとするものです。 

 

２２２２    開催日時・場所開催日時・場所開催日時・場所開催日時・場所    

  平成 29 年 12 月４日（月）13：15 から 15：15 まで 

   久慈市文化会館（アンバーホール）小ホール（久慈市川崎町 17 番１号） 

 

３３３３    内容内容内容内容    

① 【基調講演】 

「地域包括ケアシステムの構築における現状と課題について」 

（講師） 岩手県立大学社会福祉学部 准教授 佐藤 哲郎 氏 

② 【パネルディスカッション】 

「久慈圏域における地域支え合いの仕組みづくりと今後の課題について」 

コーディネーター：岩手県立大学社会福祉学部 准教授 佐藤 哲郎 氏 

パネリスト：久慈市社会福祉協議会    村田 圭司 氏 

      洋野町社会福祉協議会    村上由希子 氏 

      野田村社会福祉協議会    小野 正子 氏 

      普代村地域包括支援センター 太田 圭亮 氏 

  12：00   13：15        13：57  14：12           15：15 

受付 基調講演 休憩 パネルディスカッション 

 

４４４４    対象者対象者対象者対象者    

県北広域振興局保健福祉環境部管内民生委員・児童委員等 約１６０人 

 

５５５５    実施主体実施主体実施主体実施主体    

  県北広域振興局 

 

６６６６    協力機関、団体協力機関、団体協力機関、団体協力機関、団体    

  久慈市、普代村、野田村、洋野町、久慈市民生児童委員協議会、普代村民生児童委員協議会、

野田村民生委員・児童委員協議会、洋野町民生委員児童委員協議会、久慈市社会福祉協議会、

普代村社会福祉協議会、野田村社会福祉協議会、洋野町社会福祉協議会、久慈地区広域社協連

絡協議会 

 担当：保健福祉環境部福祉課 高橋勝秋 

電話：0194-53-4982 内線 213 
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報道機関への情報提供（2017/11/28） 県北広域振興局 

平成 29 年度第５回新規就農相談会の開催について 

（農政部・農業改良普及センター）  

 

 久慈地方農業農村活性化推進協議会※では、久慈地方における新規就農者の確保を図るため、

年間を通じ新規就農相談会を開催しています。このたび、第５回目の相談会を以下のとおり

開催しますのでお知らせします。 

※ 久慈地域の農業及び農村の発展に寄与することを目的に、市町村、農業委員会、農業団体、県機関等を構

成員とする協議会。 

 

１ 第５回相談会開催日時 

  12 月７日（木） 14：00～19：00（最終受付 18：30） 

２ 会場 

  洋野町民文化会館セシリアホール 

３ 主催 

  久慈地方農業農村活性化推進協議会・洋野町 

４ 対象者 

 ○ 久慈地方において就農を考えている一般の方 

○ 園芸等新たな作目に取り組む農業者等 

 

５ 今後の相談会開催スケジュール（予定） 

 

 

  

６ その他 

○ 久慈地方農業農村活性化協議会は、県外にお住まいの方向けに、就農相談会に参加す

る際の交通費を助成します。 

○ 就農相談会では、現在研修を受ける等就農準備を進めている方にも参加いただき、準

備状況や就農計画の確認も行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 開催日 開催場所 

第５回 12 月７日（木） 洋野町民文化会館セシリアホール 

第６回 １月５日（金） ＪＡ新いわて久慈営農経済センター（久慈市） 

※ 相談会では、県北広域振興局農政部、久慈農業改良普及センター、各市町村、新岩手農業協同組合

の担当者が対応します。 

担当：農政部農政調整課  米谷 

電話：0194-53-4983  内線 219 

久慈農業改良普及センター  伊藤 

電話：0194-53-4989  内線 256 



久慈地方で農業をしてみませんか？ 
 
 
 
 

日 時：12月７日（木）14：00～19：00 

場 所：洋野町民文化会館セシリアホール（洋野町種市 24-124-3） 

 

14：00～ 受付開始 

 個別相談 

 新規就農に係る支援や、農地、栽培品目・方法、資金など、

希望に合わせて個別に相談に応じます。 

19：00 まで ※最終受付は18：30です。 

 

 

 参加申込書により、FAX等でお申込みください。なお、電話でも受付しております。 

 ※ 当日の参加も大歓迎ですが、事前に申込みいただくことで、よりきめ細かく相談を行なう

ことができます。 

 

 

 久慈地方農業農村活性化推進協議会事務局  

  県北広域振興局農政部    TEL：0194-53-4983 FAX：0194-53-3560 

   久慈農業改良普及センター  TEL：0194-53-4989 FAX：0194-53-5009 

   

 

 

【次回以降の開催予定】 

 時期： １月 5日（金） 

 場所： JA新いわて 久慈営農経済センター（久慈市中央一丁目57番地） 

 内容： 個別相談 （13：00-18：00） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申込 

問い合わせ先 

その他 

初心者、I・U ターン者大歓迎！ 

久慈地方での就農を応援します！ 

※I・Uターン者の場合は交通費を助成いたし

ます（交通費の 1/2 以内、上限交通費 2万円）。

事前にお問い合わせください。 

 

主催：久慈地方農業農村活性化推進協議会 

久慈地方寒締めほうれんそう 
PR キャラクター 

寒次郎 



（参加申込書） 

 FAX：0194-53-3560 

  県北広域振興局農政部 あて 

新規就農相談会 参加申込書 

フリガナ  

氏 名 

（年齢） 

 

 

                     （年齢    歳） 

住 所 

 

 

 

 

電話／FAX 

 

相談内容 

希望内容に○をつ

けてください 

1 農業を始めたい 

２ 新規就農に関する支援が知りたい 

３ 農業資金について知りたい 

４ 農地を借りたい 

５ 新しい品目に挑戦してみたい 

  （品目名：                     ） 

６ 短期研修を受けてみたい 

７ その他 

来訪予定時間 

予定時間に○をつ

けてください 

１ 14：00～16：00 

２ 16：00～18：00 

３ 18：00～19：00 

４ 未定 

I・Uターン※ 

I・Uターンの方は、交通手段を教えて下さい。 

 

 

その他要望 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者： 久慈地方農業農村活性化推進協議会（以下、「協議会」）が開催する新規就農相談会に参加 

する県外在住者で、久慈地方における就農に真に関心を有する方 

助成内容： 就農相談会参加に係る旅費（交通費）の 2 分の１に相当する額。上限 10,000 円 

（助成には、要件や審査等があります。また、予算には上限があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

日  程 会  場 

12 月７日（木） 14：00～19：00 洋野町民文化会館セシリアホール 

1 月 5 日（金）  13：00～18：00 JA 新いわて 久慈営農経済センター（久慈市） 

 ※詳細はお問い合わせください。 

 

 

 

久慈地方農業農村活性化推進協議会事務局  

  県北広域振興局農政部    TEL：0194-53-4983 FAX：0194-53-3560 

   久慈農業改良普及センター  TEL：0194-53-4989 FAX：0194-53-5009 

 

 

 助成希望者は、県北地域 I・U ターン就農機会創出事業旅費交付申請書を協議会に提出してく

ださい。  

 協議会では、交付申請書の内容を審査し、その内容が適当と認めたときは、交付する助成額を

決定し、申請者に連絡します。 

 交付要綱、交付申請書等の請求、お問い合わせは、問い合わせ先までご連絡ください。 

助成概要 

申し込み方法 

帰省等の機会を利用して、久慈地方の農業を覗いてみませんか。 

久慈地方農業農村活性化協議会では、新規就農相談会や体験研修に参加する際の旅費の一部を

助成します。「久慈地方で農業を始めてみたい!」、「実家の農業を継ぐごとを検討している」皆さ

んを歓迎します。 

就農相談会開催予定 

問い合わせ先 
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報道機関への情報提供（2017/11/30） 県北広域振興局 

北いわてバイヤーツアーの開催   

（経営企画部） 

 

県北広域振興局では、県北地域（久慈・二戸）で標記ツアーを開催します。 

県北地域には、生産量・製造量が少ないなどの理由から、大規模な流通に適さず、かつ認

知度が低いものの、魅力的な食材や加工品が数多くあります。これらの食材等を、首都圏等

で小規模ながら、こだわりの食材等を取り扱う販売店や飲食店のバイヤー等に紹介し、認知

度の向上を図るとともに、東日本大震災津波や昨年の台風第10号の被害により縮小した生産

者・製造者の販路の回復・拡大を支援するために実施するものです。 

 

１ 日 時 平成 29 年 12 月４日（月）～５日（火） 

２ 主 催 岩手県県北広域振興局  

３ 訪問先 （順不同。食材は予定） 

 ・ 福よし精肉店（久慈市川崎町 4-7）：南部福来豚 

 ・ 四作商店（久慈市川崎町 8-8）：おぼろ昆布（訪問先はくじやませ土風館） 

 ・ 嵯峨豆腐店（久慈市山形町霜畑 6-22-4）：もめん豆腐 

 ・ カネシメ水産（普代村 1字上村 43-25）：神経〆魚 

 ・ 古舘製麺所（軽米町大字軽米 8-139）：麺類 

 ・ 姫ヶ森牧場（牧場／軽米町大字上舘 49-10-37）：乳製品（訪問先は町内のチーズ工房） 

 （ほか、ミニ商談会には出展していないが長根商店（洋野町）も参考訪問） 

４ 招待者 

  首都圏のバイヤー、シェフなど５名程度（予定） 

５ 内容 

  平成 29 年 11 月 20 日（月）に東京で実施した、「北いわて食の復興商談会（首都圏ミニ商談 

会）」で出展された食材に強い興味を示したバイヤー等を招待するもの。出展者の生産現場を中 

心に訪問することで食材への理解を深めていただくとともに、今後の取引につながるよう支援 

するもの。 

 

  

  

     

 

 
担当：経営企画部産業振興課 課長 古川 雄二 

電話：0194-53-4981  内線 205 



（別紙） 

平 成平 成平 成平 成 2 92 92 92 9 年年年年 1 21 21 21 2 月月月月 北 い わ て バ イ ヤ ー ツ ア ー北 い わ て バ イ ヤ ー ツ ア ー北 い わ て バ イ ヤ ー ツ ア ー北 い わ て バ イ ヤ ー ツ ア ー 行 程行 程行 程行 程 表表表表 

月  日 時  間* 場  所 内  容 
支援 

時間 

12 月４日(月) 
【随行】 
経営企画部  
食担当職員 
 

9:00 久慈市内 県合同庁舎発  

  移動  

10:20 二戸市 
二戸駅着（はやぶさ３号（東京駅発
7:36 発→二戸駅 10:20 着）） 

 

11:15～12:15 軽米町 ①事業者支援：古舘製麺所 １時間 

  移動・昼食  

13:30～14:30 軽米町 ②事業者支援：姫ヶ森牧場** １時間 

  移動  

16:00～17:00 普代村 ③事業者訪問：カネシメ水産 １時間 

18:00 久慈市内 宿泊地着（久慈第一ホテル）  

12 月５日(火) 
【随行】 
経営企画部 
食担当職員 

08:45 久慈市内 宿泊地発（久慈第一ホテル）  

9:15～10:15 洋野町 事業者訪問：長根商店  

  移動  

10:45～11:45 久慈市 ④事業者支援：福よし精肉店 １時間 

  移動・昼食  

12:45～13:45 久慈市 ⑤事業者支援：四作商店*** １時間 

  移動  

14:30～15:30 久慈市 ⑥事業者支援：嵯峨豆腐店 １時間 

  移動  

16:45 二戸市 
二戸駅着（はやぶさ 28 号（二戸駅発
17:19 発→東京駅 20:04 着）） 

 

  移動  

18:00 久慈市内 県合同庁舎着  

* 時間は気象・道路事情等により前後することがあります。 

** 姫ヶ森牧場は（代表に案内頂いて）チーズ工房を訪問 

*** 四作商店はくじやませ土風館にて実演を訪問 

 


